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１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △281 △2,306

減価償却費 1,254 1,172

減損損失 2 －

負ののれん償却額 △0 △2

退職給付引当金の増減額（△は減少） △108 53

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 △14

賞与引当金の増減額（△は減少） △250 △60

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 96

受取利息及び受取配当金 △10 △2

支払利息 218 204

為替差損益（△は益） 0 10

持分法による投資損益（△は益） △1 △0

有形固定資産売却損益（△は益） 1 △2

有形固定資産廃棄損 37 9

売上債権の増減額（△は増加） 2,592 3,882

たな卸資産の増減額（△は増加） △789 2,012

仕入債務の増減額（△は減少） △1,993 △3,418

その他 △42 △685

小計 610 948

利息及び配当金の受取額 10 3

利息の支払額 △224 △204

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △86 17

営業活動によるキャッシュ・フロー 309 764

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △108 －

有価証券の売却による収入 － 174

投資有価証券の取得による支出 △47 －

投資有価証券の売却による収入 9 5

有形固定資産の取得による支出 △849 △338

有形固定資産の売却による収入 16 3

無形固定資産の取得による支出 △8 △16

子会社株式の取得による支出 △11 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △998 △195

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,560 800

短期借入金の返済による支出 △1,266 △2,238

長期借入れによる収入 2,900 2,800

長期借入金の返済による支出 △2,285 △2,364

自己株式の取得による支出 △3 △3

配当金の支払額 △1 △0

その他 － △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 903 △1,017

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 179 △454

現金及び現金同等物の期首残高 2,770 1,830

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,949 ※1  1,376

─ 16 ─



























  

平成21年２月４日

エンシュウ株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエ

ンシュウ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エンシュウ株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。 

追記情報 

１．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、会社はシンジケート

ローン契約の財務制限条項等に抵触する状況にあり、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在して

いる。当該状況に対する会社の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業

を前提として作成しており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表へ反映していない。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社はシ

ステム機の売上計上基準を従来の出荷基準から検収基準へ変更した。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

仰 星 監 査 法 人

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  柴  田  和  範  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  寺  本     悟  ㊞ 

業務執行社員 公認会計士  浅  野  佳  史  ㊞ 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



  

平成22年２月４日

エンシュウ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエ

ンシュウ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エンシュウ株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

仰 星 監 査 法 人

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  柴  田  和  範  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  寺  本     悟  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  浅  野  佳  史  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 東海財務局長 

【提出日】 平成22年２月12日 

【会社名】 エンシュウ株式会社 

【英訳名】 ENSHU Limited 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 中 安 茂 夫 

【最高財務責任者の役職氏名】 ─ 

【本店の所在の場所】 静岡県浜松市南区高塚町4888番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 

   



当社代表取締役社長中安茂夫は、当社の第142期第３四半期(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月

31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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再生紙を使用しております。




